
 

小野宿にて、まち並みの統一感について考えました。 

 

 

 

神戸にて、伊那谷の特徴的な景観について改めて知ることができました。 

 

 



荒神山の展望台にて、視点場（景色を見る場所）の大切さについて解説を受けました。 

 

 

 

さらに視点場として、最後に下辰野公園から町を一望しました。 

 

これらのほかにも、町内のさまざまな場所へ行き、それぞれの場所で解説を受けながら、

景観についての考えを深めました。 


